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液中で約20秒間マイクロウェーブ照射 (2， 45011fIz , 500VV) して迅速固定し，パラフィン包埋後 4μm の切片を作
製した。この切片に対し抗 p53モロクローナル抗体 PAb1801 (Novocastra Lab.) を一次抗体 (50倍希釈)とする




粘膜や腸上皮化生部分には全く検出されなかった。 p53の発現は全症例の48.9% (22/45) に認められ， Stage 別で
は Stage 1 47. 6%, I 28. 6%, m 5. 6%，町 62.5%，深達度では早期胃癌 (m ， sm) 47.1%，進行胃癌
(pm , s) 50.0%に検出され，癌の進行度とは明らかな相関は認められなかった。また，転移に関してもリンパ節転
移陰性群45.5%，陽性群52.2%，肝転移陰性群47.5%，陽性群60.0%であり， p53の発現と転移の有無との間に相関
は認められなかった。組織型分類では p53の発現は，分化型腺癌64.0%，低分化腺癌33.3%， EP環細胞癌22.2%，粘
液癌50.0%に認められたが， これを Jarvi と Lauren の分類に従って intestinal/ in termediate-type と diffuse­
type に分類して比較すると， p53の発現頻度は前者で55.9% (19/34)，後者では27.3% (3/11) と intestinal/
? ???円。
in termediate-type の胃癌に高率に発現する傾向を示した。さらに， intestinal/intermediate-type では癌細胞のほ














diate type と diffuse type に大別して比較すると， p53の発現頻度は前者の胃癌に高率に発現する傾向を示しさら
に intestinal/intermediate type では腫虜細胞のほとんどすべての細胞に p53の発現が認められたのに対し， diffuse 
type では，少数の癌細胞にしか発現を認めなかった。これらの知見は， p53遺伝子の異常が胃癌発生の初期相に関与
しさらに主に腸上皮化生より発生すると考えられている intestinal/intermediate type の胃癌の発生に深く関わっ
ていることを示しており，胃癌発生の機序を知る上で重要な知見であり，学位に値する業績と考える。
